
わんわん番付 2012 プレクオリファイルール

種 ⽬ 名 S＆G Walking

※下記競技規定とルールにのっとりスタートからゴールまでのタイムを競います

競技規定 

参加条件
※必要な予防接種登録の完了した健康かつ友好的な⽝とそのハンドラー（以下HD) さん
※鑑札・注射済証はお付けになってください

⽇ 程 プレクオリファイ設定⽇

⼀般・会員

会員

学⽣参加⽇ 各校設定日

PQ 通過
※10⽉ 18⽇ 15:50 の時点で⼀般参加・会員参加の中から合わせて上位 10組様と 10⽉ 21⽇ 16:00 の時点で学⽣参加の
内各校で合計 10組様が 10⽉ 27⽇に開催されるクオリファイに進出です。
※クオリファイ・ファイナルのルールブックは 10⽉ 21⽇配布予定です。
 

参加⽅法 
⼀般参加＝プレクオリファイ設定⽇にわんわん動物園内⽝の学校教室に集合してください
会員参加＝プレクオリファイ設定⽇にわんわん動物園内⽝の学校教室に集合してください
学⽣参加＝教員・講師の指⽰に従ってください

参加費無料（わんわん動物園の⼊場料は必要です）

↑           

５
ｍ 

         
↓

↑ 

 

２
ｍ 
 

↓
↑ 

 
２
ｍ 
 

↓
↑ 

 

２
ｍ 
 

↓
↑ 

 

２
ｍ 
 

↓ ←    3ｍ    →

↑50cm

↓

↑50cm

↓

↑50cm

↓

↑50cm

↓

・リードを外し待機
・判定員の合図でスタート

スタート位置

・チェックポイントエリア内で⽝にフセをさせる
・判定員の合図でカウント開始
・10秒間体制を維持させる
・判定員の合図で次へ

フセ 10 秒

⽴⽌・「マテ」→⼀周回る

オスワリ 10 秒

フセ→マテ→HD 移動

オイデ→オスワリ→ゴール

第１チェックポイント

スタートライン

ゴール

第 4 チェックポイント

第 3 チェックポイント

第 2 チェックポイント
・チェックポイントエリア内で⽝に⽴⽌でマテをさせる
・判定員の合図で⽝の周りをHDが⼀周します（⽅向は任意）
・判定員の合図で次へ

・チェックポイントエリア内で⽝にオスワリをさせます
・判定員の合図でカウント開始
・10秒間体制を維持させる
・判定員の合図で次へ

・チェックポイントエリア内で⽝にフセとマテをさせる
・HD（ハンドラー）がゴールまで移動

・HD（ハンドラー）がゴールラインを超えたら⽝のほうを
 向く
・判定員の合図でオイデをさせる
･⽝の四肢がすべてゴールラインを越え⽝が座ったらゴール

競技内容
※下記ルールにのっとりスタートからゴールまでのタイムを競います。
※本競技はノーリードで⾏います。
※競技規定も合わせてお読みください。
※各チェックポイントで指⽰中⽝が動いてしまった場合はその各チェックポイントにて 0秒から
 やり直しが可能です。

※⽝⼀頭とHD⼀⼈がペアになって競技をします。
※別紙ルールにのっとりスタートからゴールまでのタイムを競います。
※本競技はノーリ－ドで⾏います。会場は逸⾛防⽌処置をしてください。
※競技中、コース内には競技者（⽝、HD）と判定員のみとします。
※競技者以外の⽝または⼈はコース外で観覧は可能です。
※競技中に⽝またはHDが⼊れ替わることは禁⽌です。
※競技中、HDが⽝を触った場合は失格になります。⽝がHDを触った場合は問題なしとします。
※道具などを使って強制的に姿勢をとらせた場合等は失格となります。
※競技中モチベーターの使⽤は可能です。
※コマンド・声掛けは回数に関係なく使⽤可能です。
※スタートして１分１５秒以内にゴールできない場合は終了となります
※参加・競技にあたり⽝に過度な負担がかかると判定員が判断した場合 参加の中⽌、競技継続の中⽌などを指⽰させていた
だく場合があります。
※競技中、参加者へ妨害⾏為があった場合、退場・記録抹消などをさせていただく場合があります。
※プレクオリファイ開催中は何度でも挑戦することができます。
［姿勢等について］
●フセは⽝の胸が地⾯について⽌まっている状態とします。
●⽴⽌は⽝が 4本肢で⽴って⽌まっている状態とします。
●オスワリは⽝のお尻が地⾯について⽌まっている状態とします。
●各姿勢・体制はチェックポイントエリア内にすべて⽝の体がおさまっている状態でOKとします。但し⽝の⼤きさ等による要
因で物理的に困難な場合の判断は判定員に⼀任することとします。
●⽝の体型・性質などの理由により上記規定が困難である場合は事前に判定員に相談してください。
●⽝の各姿勢維持、時間、位置などのOK判断は判定員がします。NGの場合、HDはその時点から再指⽰を出してやり直すこ
とができます。


